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会計名

一般会計

款

当市は東京農業大学との連携協定の中でアグリサイエン
スバレー常総を基盤として、地域活性化に繋がるブラン
ディングや6次産業化の取り組みを進めてきました。
特に、東京農業大学の学生有志による「もぐもぐプロ
ジェクト」が道の駅指定管理者であるTTCグループと連
携し、道の駅常総の食堂において地域農産物等を利用し
た新メニューを開発する等、生産から販売に至るまでの
フードバリューチェーンが実現しました。

道の駅常総を核とした販路を軸として、「売れるものを
生産・加工する」というマーケットイン型の生産・加
工・流通体制を構築することを基本理念として、令和5
年度までに構築した産学官の連携体制を重視しながら常
総市を含む地域農産物を活用した魅力ある新商品の開発
を推進します。
あわせて、令和6年度から実施予定の6次産業化基本計画
策定業務において実施を予定する市場調査及び可能性調
査業務とも連動を図りながら、地域農業の地産地消推
進・ブランド化・6次産業化に向けた取り組みを進めて
まいります。

コスト □ 活動

成果指標
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□ 成果 □
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9品目 25品目

改善の余地 今後の方向性

□

業務の振り返り

⑤　最終アウトカム（成果）

指標名

商品化された市内産品数

指標名

項

②　インプット（投入）

Ⅵ産業振興

1産業間の融合により、6次産業化を進める

1アグリサイエンスバレー・道の駅常総

道の駅を核とした地域産業の活性化、
地産地消・6次産業化の推進

①　総合計画上の位置付けと事務事業説明

施策

施策内容

土木費

都市計画費

背景・課題

　道の駅は、農産物をはじめとする地域の食の魅
力を多くの来場者へ発信する機能を有します。そ
のため、道の駅の販路を活用しながら、農業を基
幹とする地域産業の活性化を図ることが求められ
ます。
　特に、食の魅力を発信するためには、地域農産
物を利用したメニューを開発する団体及び個人へ
の提案サポートが必要になります。

目的・意図

道の駅を核とした農商工連携の推進により、地域
農産物・加工品の魅力や美味しさを来場者へ発信
するとともに、販路に基づいた形で生産や商品開
発を行う、マーケットイン型のバリューチェーン
を構築することで地域農産物の地産地消化・ブラ
ンド化・6次産業化を目指します。
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産業用地創出事業費

活動指標（回数・件数・日数等）
活動名 対象者

活動指標（参加者数・面積等）

アグリサイエンスバレー常総及び関連施設視察 東京農業大学の在学生

商品開発に至った市内事業者数 7事業者 5事業者

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

1回 1回 1メニュー

その他

道の駅常総における事業展開 生産者 随時 随時 約300名（生産者）

⑥　点検

1メニュー

③　主なアクティビティ（活動）とアウトプット（結果）

アウトプット（結果）

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

事務事業名 事業6次産業化推進事業

アクティビティ（活動）

圏央道常総IC周辺整備事業費

約200名（生産者）

④　初期・中間アウトカム（成果）


